
本書は，長らく信越化学工業株
式会社で経理の最高責任者として
実務を極め，同時に，会計研究学
会でも積極的に活動され，退職後
は早稲田大学の大学院で教鞭を執
られ，多くの研究者および院生に
多大な影響を及ぼした斯界のリー
ダーである金児昭氏の「実務と学
問研究の粋を集めた入門書」であ
る。本書では，三つの大きな特徴
があるとされている。第１は，基
礎的な実務から入って理論がわか
ること，第２は，１２ヵ月で経理・
財務が理解できること，第３は，
実務の制度会計と経営会計が丸ご
とわかることであるという。
従来の研究者の手になる入門書

の最も重大な欠陥は，実務を知ら
ずして理論を展開する傾向が強
かったということである。このよ
うな欠陥は，著者のような実務経
験が豊富で，しかも研究活動にも
関与されている方には存在しない。
この点で，特徴の第１とされるも
のには異論を差し挟む余地はない。
第２の特徴は，本書が４月入社の
新入ビジネスパーソンが経理・財
務部門に配属されたとき１年間で
経験することが１２章で月ごとに順
を追って明らかにされる点に見ら
れる。この特徴も実務の現場で自
らが経験し，悩み，解決し，さら
に，部下を指導してきた著者なら
ではのものである。また，第３の
特徴は，制度会計と経営会計につ
いて各月に必要とされる内容がわ
かりやすく示されていることに表
れている。学会では，研究・教育

の領域は財務会計論，管理会計論，
監査論に分けられ，著書の内容は
それぞれの専門家による専門分野
に限られたものとなる。しかし，
著者が言われるように，制度会計
と経営会計は「実務の中で渾然一
体となっている」のである。本書
は，月ごとに制度会計と経営会計
が一体となって明らかにされてい
る。この点もまさしく本書の特徴
である。
では，この三つの特徴の中で，

もっとも注目すべきことは何だろ
うか。評者は第１の特徴に関連し
て著者の考案になる「受払残表」，
「残増減残」「科目の四マス」の
考え方に注目する。それは，簿記・
会計の根底を形成する基礎（筆者
の言われる通奏低音）をなす非常
に優れた考え方だからである。簿
記・会計は，表現行為あるいは表
現機構であることは広く認められ
ている。表現行為（機構）を意味
するものであれば，表現されるも
のがあるはずである。企業会計の
場合には，それは企業の経営活動
に他ならない。「残増減残」で示
される増減こそ経営活動の神髄で
あると言うのが著者である。財貨・
用役の現実の「残増減残」が経営
活動であるとすれば，簿記・会計
はこの「残増減残」を適確に表現

するものでなければならない。こ
の「残増減残」を一般的に表形式
で表現するものが「受払残表」と
言われ，またこれを科目ごとに示
すのが「科目の四マス」である。
各マスには，期首残高，増加，減
少，期末残高が記入される。仕訳，
勘定記入，さらに試算表を通じて
財務諸表作成に至るまでこの考え
方は通底している。この点の理解
がなされれば，実務と理論の結合
が容易となり，制度会計と経営会
計との一体化の理論は容易に理解
できる。
著者のこの考え方を知ったとき，

大きな衝撃を受けた。言われてみ
ればなるほどと言えるし，すでに
知っていたような錯覚にも陥る。
しかし，それは「コロンブスの卵」
である。この一事からも明らかな
ように本書は，実務と研究とに精
通した著者の哲学に裏付けられた
入門書という以外にない。本書は，
入門者は当然だが，高い理解の水
準にある学生も自らの簿記・会計
観の妥当性を検討するために是非
ともひもとくべき書であると考え
る。
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「残増減残」，「科目の四マス」。
それは，「コロンブスの卵」である。
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